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創刊の ことば

同志社社会学研究学会 会長

三沢 謙一 

4年前の1993年､同志社大学の大学院に社会学専攻の修士課程が設けられ､さ

らに今年 4月からは博士後期課程も開設の運びとなった｡長い伝統をもつ同志社

の社会学教室は､こうして研究者養成の機関として､新たな第 1歩を踏み出すこ

とになった｡

私ども大学院社会学専攻の教貝､院生そして卒業生は､この機会に､互いに切

瑳琢磨しあいながら研究活動を前進させるために､｢同志社社会学研究学会｣を

発足させ､そして､その研究活動の成果を発表するため､ここに研究誌を刊行す

ることにした｡この r同志社社会学研究Jは､院生にとってはその勉学 ･研究活

動の励みとなり､卒業生や教員にとってもその研究教育活動に稗益する､そのよ

うな場でありたい｡

顧みれば､研究誌刊行までの道のりは長かった｡同志社社会学の歴史は古 く､

明治中期の日本社会学の葬明期にまで潮るが､その戦前の伝統を継いで戦後に文

学部社会学科社会学専攻が設置されてからでも､半世紀近 く経つ｡本来ならば､

社会学専攻の大学院はずっと前につくられてしかるべきであった｡そして事実､

関係の先生方がそのために尽力されたのであるが､学生急増に伴う大学の校地不

足問題などのために､先人たちの努力はついに実を結ばなかったのである｡ 

4年前にようやく修士課程ができたときは､教員スタッフの中心に故松本通晴

教授がおられた｡私どもは松本先生と専攻の将来についての夢を語り合った｡博

士課程を設けて同志社でも研究者養成ができるようにしたいというのが､先生の

悲願であり､私どもの共通の願いであった｡研究誌の刊行という企画も先生の提

案から生まれたものであった｡しかし､松本先生は翌94年に夢の実現を見ぬまま

急逝してしまわれた｡それからは､残された者たちが先生の遺志を継いでひたす

ら夢の実現をめざした結果､今日ようやく待望の博士課程の設置､研究学会の結

成､そして研究誌の刊行にまで辿り着いた次第である｡

この創刊号を､故松本教授のご霊前に謹んで捧げたい｡また､これまで私ども

がいろいろお世話になり､温かいご理解とご支援を賜わった大学内外の関係各位

にも､この機会に心から感謝申しあげたいと思う｡
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